
項 ⽬ 内 容

名称 ドオウレン、クサノオウ、ヨウシュクサノオウ、グレーターセランディン [英

]Celandine、Greater celandine、Swallow-wort [学名]Chelidonium majus

L. var. asiaticum (H.Hara) Ohwi

概要 ドオウレンは、ヨーロッパ、⻄アジア、北アフリカ原産のケシ科の多年⽣植物。海

外では、葉をよく茹で、よく⽔にさらして野菜として

⾷されているが、⽇本では⾷品衛⽣法に基づき、「⾷

品衛⽣上の危害の発⽣を防⽌する⾒地から特別の注意

を必要とする成分等 (指定成分等）」に指定されてい

る。

法規・制度 ■⾷品衛⽣法

「⾷品衛⽣上の危害の発⽣を防⽌する⾒地から特別の注意を必要とする成分⼜は物

であって、厚⽣労働⼤⾂が薬事・⾷品衛⽣審議会の意⾒を聴いて指定したもの（指

定成分等）」に該当する。

■⾷品表⽰基準



当該成分を含有する⾷品は、「指定成分等含有⾷品」に該当し、指定成分等含有⾷

品である旨等の表⽰が義務表⽰となる。

■⾷薬区分

・ドオウレン (クサノオウ/ハックツサイ)︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限

り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・アルカロイド (アロクリプトピン、ベルベリン (berberine) 、ケリドニン

(chelidonine) 、プロトピン (protopine) 、コプチシン (coptisine) 、スチロピン

(stylopine) 、サンギナリン (sanguinarine) 、ケレリトリン、スパルテインなど) 

を含む (7) (33) (102) 。

分析法 ・ベルベリンやケリドニンなどのアルカロイドをUPLC-PDAやHPLC (逆相カラム)

にて分析した報告がある (PMID:17236060) (PMID:20183823) 。

有効性

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献に⾒当たらない。

ヒ

ト ⽣殖・泌尿器 調べた⽂献に⾒当たらない。

で

の

評

価

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献に⾒当たらない。
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